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『
無
名
翁
随
筆

（

続
浮
世
絵
類
考

）

無
名
翁
（
渓
斎
英
泉
）
編

』
『

』

「
大
和
絵
師
浮
世
絵
の
考
」

浮
世
絵
と
称
す
る
事
は
、
日
本
絵
よ
り
云
出
た
る
な
れ
ば
、
い
と
古
く
よ
り
の

唱
な
る
べ
し
。
百
済
の
川
成
、
宇
多
の
朝
に
仕
へ
し
巨
勢
金
岡
、
後
堀
川
院
の
貞

永
、
天
福
の
頃
、
左
京
権
大
夫
藤
原
の
信
実
と
聞
へ
し
は
、
本
朝
に
比
類
な
き
倭

、

。

、

、

絵
の
妙
達

名
を
得
し
人
也

信
実
の
末
裔
に

土
佐
刑
部
大
輔
藤
原
の
光
信
は

絵
所
倭
画
を
中
興
す
、
是
倭
絵
一
派
の
祖
【
土
佐
氏
は
経
隆
祖
】
と
云
へ
り
。
明

応
年
中
の
人
也
。
古
法
眼
永
仙
元
信
も
、
光
信
が
門
に
入
て
日
本
絵
を
学
び
、
画

法
を
受
、
狩
野
、
土
佐
各
姓
氏
相
分
れ
ど
も
、
皆
悉
く
日
本
絵
な
り
。
画
家
の
伝

記
は
諸
書
に
委
敷
出
た
れ
ば
、
云
は
事
旧
に
た
れ
ど
も
、
亦
云
は
ざ
れ
ば
其
意
解

、

。

、

。

が
た
き
こ
と

い
と
い
と
多
か
り

画
道
を
学
ぶ
初
心
の
為
め
に

爰
に
略
抄
す

往
古
は
姑
く
云
ず
。

後
小
松
院
の
御
時
、
応
永
年
中
、
明
国
よ
り
如
雪
と
い
ふ
僧
来
朝
し
て
、
相
国

寺
に
住
ひ
、
蘭
芳
軒
と
云
ふ
。
漢
画
の
妙
手
な
り
。
名
を
当
世
に
播
す

【
又
如

。

拙
は
九
州
の
人
な
り
】
其
頃
、
豆
州
の
産
に
て
、
東
山
殿
に
仕
へ
し
狩
野
四
郎
次

郎
伯
信
と
云
者
、
画
を
善
す
。
後
、
大
炊
之
助
藤
原
正
信
と
改
む
。
叙
法
眼
、
狩

野
祐
勢
正
信
と
云

【
友
清
、
祐
清
と
も
書
け
り
、
其
元
は
遠
州
刺
史
、
永
享
中

。

の
人
也
、
狩
野
祖
】
如
雪
を
師
と
し
て
画
法
を
学
ぶ
。
亦
、
薩
州
の
人
に
、
春
盲

周
文
と
い
ふ
人

漢
画
の
妙
手
に
て

画
法
を
如
雪
に
授
て
相
国
寺
に
住
す

越

、

、

。【

仙
、
又
越
渓
と
も
云
、
出
藍
の
称
あ
り
。
明
国
よ
り
秀
文
と
い
ふ
人
来
朝
し
て
、

画
を
善
す
。
飛
騨
国
に
住
し
て
曾
我
氏
を
つ
ぐ
。
唐
人
秀
文
と
云
ふ
。
后
蛇
足
に

。

】

、

。

画
法
を
伝
ふ

周
文
と
混
同
す
べ
か
ら
ず

祐
勢
正
信

こ
の
人
に
画
法
を
学
ぶ

僧
雪
舟
【
雲
谷
軒
等
楊
と
云
ふ
。
備
中
の
人
。
丹
精
の
妙
世
に
し
る
処
な
り
】
小

栗
宗
丹
倶
に
周
文
を
師
と
す

【
小
栗
宗
丹
は
周
文
の
高
弟
な
り
。
一
に
宗
覃
に

。

作
る
。
室
町
家
に
仕
へ
、
後
に
相
国
寺
に
入
て
僧
と
な
り
、
自
牧
と
称
す
】
正
信

は
宗
丹
に
も
教
を
受
け
た
り
。
祐
勢
は
如
斯
名
人
に
随
て
画
法
を
学
得
て
、
後
に

一
家
の
画
法
を
立
た
り
。
然
れ
ど
も
、
漢
画
を
改
ず
、
故
に
、
雪
舟
、
正
信
、
宗

丹
は
、
各
学
ぶ
処
一
つ
な
れ
ば
、
筆
勢
相
似
た
り
。

然
れ
ど
も
、
其
后
、
明
応
、
文
亀
に
至
て
、
祐
勢
の
長
子
狩
野
四
郎
次
郎
藤
原

、

、

、

。

、

元
信

父
正
信
が
画
法
本
意
を
嗣
ぐ

其
后

異
朝
に
ま
で
震
ふ

明
の
郢
沢
は

。

。

。

元
信
が
筆
法
を
見
て
師
と
せ
ん
事
を
望
し
と
ぞ

越
前
守
に
任
ず

玉
川
と
号
す

法
眼
永
仙
、
後
世
古
法
眼
と
称
す

【
足
利
家
に
仕
へ
て
永
禄
年
中
歿
す
】
元
信

。
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画
道
に
執
心
し
て
、
大
日
本
絵
を
学
ん
こ
と
を
欲
し
、
土
佐
光
信
の
女
は
倭
画
に

妙
手
な
り
け
れ
ば
、
元
信
是
を
娶
て
、
猶
、
画
法
、
筆
格
を
学
び
け
り
。
茲
に
お

い
て
、
自
ら
日
本
絵
の
風
意
を
学
ぶ
人
多
く
、
元
信
も
半
ば
漢
画
を
廃
す
と
云
と

も
、
日
本
に
産
れ
て
何
ぞ
異
国
の
画
法
風
骨
を
事
と
す
べ
き
、
倭
画
の
筆
格
を
建

つ
る
に
は
し
か
ず
、
と
い
よ
／
＼
狩
野
流
一
家
を
な
さ
ん
と
す
。

し
か
れ
ど
も
、
此
こ
ろ
は
諸
国
乱
れ
て
、
戦
闘
し
ば
／
＼
止
時
な
く
、
世
の
中

安
穏
な
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
治
世
を
待
て
世
に
出
ん
と
、
大
和
、
和
泉
、
或
は
紀
州

に
身
を
ひ
そ
め
、
難
を
避
て
、
讒
に
画
家
一
家
を
な
し
、
商
船
に
画
を
附
し
て
、

か
た
じ
け
な
く
も
、
明
帝
の
詔
書
を
給
り
、
子
孫
に
伝
ふ
。
一
世
の
苦
心
を
思
ふ

べ
し
。
雪
舟
も
諸
国
に
遁
れ
て
治
世
を
待
り
、
後
明
に
渡
り
、
張
有
声
を
師
と
し

、

、

。

、

て

草
筆
の
画
法
を
学
び

帰
朝
し
て
日
本
草
画
の
筆
法
を
伝
へ
た
り

或
説
に

、

、

。

。

雪
舟
は

真
画
を
改
て

草
筆
の
唐
画
を
以
て
一
家
を
な
す

故
に
漢
画
と
い
ふ

古
法
眼
藤
原
の
元
信
は
、
本
朝
一
派
の
画
法
を
立
て
し
よ
り
、
本
絵
と
呼
び
な
ら

、

。

、

、

は
せ
し
に
よ
り

狩
野
流
の
惣
名
と
な
り
し

さ
れ
ど
も

筆
意
凡
な
ら
ざ
れ
ば

本
画
と
い
ふ
、
不
如
を
末
画
と
い
ふ
、
と
記
せ
し
は
附
会
の
説
に
て
、
い
と
受
難

し
。
疑
ふ
ら
く
は
、
誤
り
な
ら
ん
。
按
る
に
、
本
画
の
唱
へ
、
狩
野
一
家
に
限
る

べ
か
ら
ず
。
和
漢
、
本
画
、
末
画
唱
へ
あ
り
。
事
本
末
有
、
況
や
画
法
に
於
て
お

や
、
筆
法
、
規
則
得
た
る
を
以
て
、
是
を
本
画
と
い
ふ
。
是
に
反
す
る
物
を
末
画

と
称
す

「
無
墨
点
」
則
是
な
り
。
墨
書
な
く
し
て
、
五
彩
を
ほ
ど
こ
し
分
ち
画

。

く
蘭
画
の
細
画
の
類
な
り

【
阿
蘭
陀
画
也
、
硝
子
に
真
を
写
し
、
ま
た
は
銅
板

。

に
て
真
を
写
す
】
唐
宋
南
宮
の
末
絵
を
以
て
、
市
街
の
壁
に
貼
し
て
売
る
。
是
、

本
画
、
末
画
と
分
つ
の
謂
な
ら
ず
や
。
街
画
と
云
も
是
よ
り
起
れ
り
。
亦
、
雪
舟

草
筆
を
伝
へ
し
よ
り
、
唐
画
と
呼
と
云
も
受
難
か
り
。
雪
舟
の
画
風
は
唐
よ
り
出

ざ
る
筆
法
な
り
、
雪
舟
の
風
意
は
、
唐
画
と
は
異
な
り
、
漢
画
は
、
雪
舟
の
み
な

ら
ず
、
往
々
皆
漢
画
の
写
真
を
画
し
な
ら
ず
や
。

又
、
草
筆
を
漢
画
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
前
に
も
言
る
如
く
、
多
く
は
異
邦
の

画
人
よ
り
伝
へ
し
な
れ
ば
、
筆
法
、
画
則
は
唐
画
に
起
り
て
、
日
本
絵
に
画
法
を

別
に
建
ず
。
草
筆
は
探
幽
斎
に
至
り
て
大
に
開
け
、
狩
野
流
一
家
の
骨
法
、
墨
色

の
濃
淡
を
顕
せ
り

【
探
幽
は
右
近
将
監
孝
信
の
長
子
な
り
、
小
名
宰
相
四
郎
次

。

郎
采
女
と
云
、
宮
内
卿
法
印
藤
原
守
信
、
寛
文
二
年
、
叙
法
眼
、
海
内
第
一
の
名

人
と
称
し
、
多
く
絵
本
を
残
し
て
後
世
の
準
的
と
す
、
狩
野
流
の
豪
傑
、
丹
青
の

妙
世
に
知
る
が
如
し
】
画
道
に
志
と
い
へ
ど
も
、
多
く
は
是
を
弁
へ
ず
、
且
、
大

和
絵
と
称
す
る
者
は
、
浮
世
絵
師
の
事
と
思
ひ
て
、
其
差
別
を
知
ら
ぬ
も
有
り
。

続
日
本
紀
に
、
霊
亀
元
年
乙
巳
、
従
六
位
下
江
見
押
勝
姓
を
更
為
倭
画
師
、
と

有
り
。
俗
間
の
画
師
猥
に
書
べ
か
ら
ず
。
倭
画
師
は
姓
也

【
井
沢
長
秀
、
俗
説

。
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弁
に
出
】
そ
は
、
兎
ま
れ
唐
の
絵
容
な
ら
ず
、
倭
国
の
宮
殿
、
楼
閣
、
山
水
、
人

物
に
至
る
ま
で
写
し
な
す
は
、
日
本
絵
な
り
。
是
を
倭
絵
と
い
は
ず
や
。
日
本
の

景
容
を
画
く
を
以
て
称
す
る
な
れ
ば
、
字
義
通
称
に
不
拘
、
訓
音
と
以
て
日
本
絵

を
倭
画
と
し
、
又
大
和
絵
を
俗
に
目
な
れ
て
書
改
し
は
、
大
和
国
に
住
せ
し
画
工

の
斯
く
書
始
し
も
有
と
云
ど
も
、
倭
国
の
風
意
を
写
せ
し
を
ば
、
や
ま
と
画
と
一

概
に
唱
へ
来
れ
る
も
の
な
ら
ず
や
。
偏
頗
の
称
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。

土
佐
流
の
祖
と
称
す
る
は
、
巨
勢
の
金
岡
よ
り
起
り
、
曾
孫
公
忠
、
弟
公
茂
の

孫
深
江
、
其
子
弘
高
、
常
則
、
為
成
、
成
光
、
良
親
、
越
中
守
隆
信
、
左
京
大
夫

信
実
、
伊
予
守
隆
親
【
其
余
数
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
】
従
五
位
下
土
佐
守
藤
原

経
隆
、
是
土
佐
氏
画
祖
と
云
、
経
隆
の
長
子
越
前
守
行
光
、
光
重
【
弾
正
忠
】
広

【

】

【

】

【

】

【

】

周

刑
部
大
輔

光
信

左
近
将
監
土
佐
守

光
茂

刑
部
大
輔

光
持

将
監

光
高
と
、
代
々
禁
裏
絵
所
預
と
し
て
、
今
猶
数
代
連
綿
と
し
て
相
続

【
刑
部
大

、

夫
光
持
は
慶
長
年
中
の
人
な
り
。
女
子
あ
り
。
古
右
京
絵
所
将
監
狩
野
光
信
妻
と

す
。
慶
長
中
秀
吉
公
に
仕
ふ
。
近
代
に
至
り
て
は
、
故
有
り
て
委
敷
記
す
る
事
を

憚
り
、
将
軍
家
に
も
、
住
吉
具
慶
を
京
都
よ
り
召
れ
て
、
土
佐
流
の
絵
所
と
な
し

、

。

。

給
ひ

広
通
よ
り
数
代
住
吉
内
記
と
称
す

住
吉
家
よ
り
板
谷
と
称
し
て
分
家
す

粟
田
口
も
類
族
な
り
】

仁
和
、
寛
平
の
往
古
よ
り
天
保
の
今
に
至
る
迄
、
九
百
四
十
余
年
来
土
佐
流
と

す
。
古
土
佐
に
偽
れ
る
画
多
く
、
東
都
に
て
は
京
絵
と
云
、
下
り
絵
と
云
。
極
彩

色
の
細
密
な
る
も
の
な
り
。
今
京
絵
と
い
ふ
は
四
条
絵
と
云
も
の
に
て
、
応
挙
、

南
岳
、
文
鳳
な
ど
の
類
に
て
、
土
佐
流
に
あ
ら
ず
。
漢
画
に
近
く
土
佐
に
異
り
、

狩
野
流
及
諸
家
種
々
に
分
れ
て
、
い
づ
れ
か
日
本
絵
な
ら
ぬ
は
な
し
。
皆
丹
青
の

達
人
、
海
内
迄
雷
鳴
す
と
は
、
言
は
で
も
の
事
な
る
べ
し
。
就
中
、
土
佐
流
の
歌

撰
、
源
氏
等
の
絵
巻
物
、
歌
の
心
、
昔
物
語
、
四
季
雑
体
の
絵
巻
物
、
雲
上
の
束

帯
、
官
女
の
五
衣
着
て
臈
が
わ
し
き
、
英
雄
の
軍
譚

【

頭
書
〕
活
東
子
云
、

、
〔

、

】

、

ら
う
が
は
し
は
乱
り
が
は
し
也

詞
相
当
せ
ず

賤
の
農
夫
が
耕
し
草
刈
る
さ
ま

樵
夫
の
い
と
な
み
、
漁
夫
の
す
な
ど
り
、
或
は
市
中
の
貴
賤
老
若
、
物
見
遊
山
の

往
交
さ
ま
、
市
女
笠
き
て
衣
引
ま
と
ゐ
し
容
、
今
見
て
は
質
朴
の
古
風
と
思
は
る

れ
ど
、
其
画
る
頃
は
、
時
世
の
今
様
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
、
今
の
世
に
浮
世
絵
師

が
流
行
の
光
景
を
写
せ
し
ど
も
、
二
十
年
来
経
た
る
を
見
れ
ば
、
其
風
俗
に
違
あ

り
、
爰
を
以
て
思
ふ
べ
し
。
星
霜
は
る
か
押
移
れ
ば
、
昔
絵
な
り
と
て
、
其
時
の

。

、

時
世
振
に
は
く
ら
べ
が
た
け
ん

さ
れ
ば
昔
は
浮
世
絵
も
日
本
絵
に
て
各
画
け
り

或
書
に
為
成
が
様
、
漢
の
抄
の
屏
風
に
、
漢
画
と
や
ま
と
画
の
浮
世
の
人
物
を
画

き
た
り
け
り
、
と
有
と
な
ん
。

、

、

、

土
佐

狩
野
流
の
銘
々
も

先
に
云
へ
る
源
氏
等
の
画
容
を
大
和
人
物
と
唱
へ
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貴
賤
質
朴
の
姿
を
、
雑
人
形
或
は
浮
世
人
物
と
唱
ふ
。
さ
れ
ば
、
各
得
手
た
る
を

以
て
、
漢
画
師
、
倭
画
師
と
倭
漢
を
分
ち

【
又
其
中
に
、
山
水
画
師
、
花
鳥
画

、

師
、
武
者
画
師
、
源
氏
画
師
、
浮
世
画
師
な
ど
ゝ
、
得
手
た
る
人
を
他
よ
り
称
す

る
の
唱
な
り
、
唐
画
に
も
、
梅
画
、
蘭
画
、
竹
画
、
山
水
書
き
、
人
物
か
き
、
花

鳥
画
有
り
、
各
得
手
た
る
を
云
、
浮
世
画
は
や
ま
と
ゑ
に
有
】
画
法
、
筆
意
備
れ

る
は
、
皆
俗
に
言
本
絵
師
な
り
、
譬
画
家
の
末
裔
の
人
な
り
と
も
、
規
則
、
骨
法

備
ら
ざ
れ
ば
、
末
画
、
素
人
画
と
云
ふ
べ
き
也
。

従
来
画
は
真
を
写
す
を
本
意
と
す
。
然
り
い
へ
ど
も
、
筆
法
、
画
格
、
和
漢
と

も
に
建
し
よ
り
、
是
を
乱
さ
ず
、
墨
の
濃
淡
を
以
て
画
の
位
を
定
む
。
是
等
を
弁

へ
写
す
時
は
、
画
な
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
や
ゝ
と
も
す
れ
ば
、
古
人
の
彩
本
に

寄
ら
ず
し
て
画
け
る
を
以
て
誹
謗(

)

族
も
あ
れ
ど
、
笑
ふ
に
絶
た
り
。

あ
ざ
け
る

己
が
画
才
に
拙
く
し
て
、
図
を
巧
み
、
筆
法
を
立
つ
る
の
智
な
く
し
て
、
古
人
の

絵
本
を
写
し
溜
、
夫
を
準
的
に
画
か
ざ
れ
ば
、
扇
一
本
書
事
あ
た
は
ぬ
愚
者
偏
痴

と
云
ふ
も
の
な
り
。
武
家
に
絵
師
を
置
く
も
、
軍
用
地
理
を
写
す
の
為
な
り
。
す

で
に
張
良
が
蜀
の
桟
道
を
焼
し
も
、
蕭
何
が
地
理
の
図
を
奪
ひ
得
て
、
漢
中
へ
入

ぬ
け
道
の
陳
蒼
道
を
知
れ
ば
な
り
。
夏
の
禹
王
が
、
洪
水
を
治
め
、
径
陸
の
水
衢

を
丹
青
を
以
て
分
ち
し
も
、
地
理
の
図
に
よ
る
物
な
ら
ず
や
。
地
理
、
風
景
、
人

類
、
皆
真
を
写
な
り

【
根
本
に
よ
り
、
人
の
写
し
を
亦
写
し
て
、
間
違
あ
ら
ば

。
】

、

、

。

、

な
ん
の
え
き
か
あ
ら
ん

絵
道
を
学
ぶ
者
を

画
巧
と
云

図
工
と
称
す

人
物

禽
獣
、
虫
魚
、
草
木
を
画
図
に
仮
写
す
る
が
故
に
、
画
巧
と
云
へ
る
所
謂
な
り
。

或
画
家
の
曰
、
古
よ
り
似
て
似
ざ
る
を
本
絵
の
法
な
り
と
云
へ
り
と
、
片
は
ら

痛
く
、
笑
ふ
に
絶
た
り
。
画
法
に
曰
く
、
真
に
遠
く
画
に
近
か
れ
、
と
云
は
、
筆

法
を
失
ず
し
て
真
を
写
す
を
云
ふ
。
是
を
思
ひ
誤
り
た
る
も
の
也
。
画
法
に
托
し

、

。

。

て
斯
云
ん
よ
り

画
ぬ
と
い
ふ
が
遙
に
勝
也

似
て
其
非
な
る
は
犬
画
な
る
べ
し

宛
も
、
万
物
随
て
似
ざ
れ
ば
其
物
に
あ
ら
ず
、
漢
画
に
写
真
の
法
有
り
、
其
性
を

見
て
生
を
写
す
ぞ
専
要
也
。
見
る
事
の
不
能
も
の
は
、
古
人
の
図
に
よ
り
て
画
く

べ
き
の
み
。
そ
の
性
を
し
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
で
妙
を
極
む
べ
き
、
和
漢
、
古
人
も

是
を
云
り
。
虎
を
画
て
な
ら
ざ
れ
ば
犬
に
類
す
、
と
馬
援
も
い
わ
ず
や
。
巌
の
屈

曲
、
波
の
灡
文
、
雲
の
凝
り
、
水
の
流
溜

【
岩
木
の
皺
、
松
の
茂
枝
は
画
法
に

、

書
得
難
し
と
云
り
】
是
等
は
、
視
者
惑
ず
波
と
し
、
岩
と
す
事
を
以
て
、
其
状
ち

を
写
す
の
み
。
さ
れ
ど
も
、
筆
法
規
則
に
そ
む
く
は
、
画
道
の
詮
な
き
も
の
な
る

べ
し
。
能
観
察
し
て
会
得
す
べ
き
事
な
ら
ず
や
。
且
粉
本
に
よ
り
て
画
る
を
非
と

の
み
云
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
人
物
古
実
の
類
に
よ
り
て
は
、
新
に
其
図
を
巧
な

し
、
其
意
を
失
ふ
事
多
し
。
是
等
は
、
粉
本
を
乏
し
か
ら
ず
貯
置
を
も
て
、
其
道

の
達
者
と
い
ふ
。
往
々
閑
院
に
大
内
を
遷
さ
れ
て
后
、
寄
馬
の
障
子
、
并
李
将
軍
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養
由
が
障
子
な
ど
沙
汰
な
か
り
け
る
を
、
四
条
院
の
御
時
、
西
園
寺
相
国
禅
門
修

理
せ
ら
れ
け
る
時
、
頭
の
中
将
資
季
朝
臣
申
起
し
て
立
ら
れ
た
り
し
、
此
障
子
の

絵
本
ど
も
、
鴨
居
殿
の
御
庫
に
ぞ
侍
る
な
る
。
建
長
造
内
裏
の
時
、
絵
所
の
頭
前

、

、

、

加
賀
守
有
房
絵
本
を
持
ざ
り
け
れ
ば

取
出
し
て
か
ゝ
せ
ら
れ
け
り

と
あ
れ
ば

是
等
を
も
思
ふ
べ
し
。
規
矩
あ
る
事
は
、
如
斯
一
偏
の
論
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。

或
画
家
又
曰
、
古
人
の
筆
法
備
り
し
図
に
よ
ら
ず
し
て
、
新
に
真
を
写
し
、
図

を
巧
み
画
く
こ
と
な
か
れ
、
画
法
に
反
す
と
。
是
又
何
の
謂
ぞ
や
。
琴
柱
に
膠
す

る
が
ご
と
く
、
画
道
を
弁
へ
ざ
る
の
辟
論
、
嬰
児
の
如
し
。
凡
、
画
は
仙
術
に
比

し
、
目
前
に
人
の
欲
す
る
所
を
現
す
。
風
流
に
至
て
は
、
そ
の
お
の
れ
を
楽
み
、

人
を
た
の
し
ま
し
む
。
如
歌
如
詩
、
古
人
も
、
詩
中
の
画
、
画
中
の
詩
と
す
。
詩

は
有
声
の
画
、
画
は
無
声
の
詩
、
心
の
欲
す
る
処
に
随
て
状
ち
を
な
す
は
画
也
。

古
人
の
粉
本
を
写
す
の
み
な
ら
ば
、
奚
ぞ
画
の
仮
写
の
徳
あ
ら
ん
や
。
源
氏
物
語

に
、
紫
の
上
が
源
氏
の
君
の
須
磨
の
留
守
三
年
の
間
、
つ
れ
／
＼
な
る
遊
び
に
画

を
か
き
給
ふ
。
今
日
は
け
ふ
の
あ
り
さ
ま
、
装
束
御
遊
び
が
た
き
に
、
た
れ
／
＼

御
か
た
は
ら
に
あ
り
て
、
日
の
う
ち
は
か
ゝ
る
遊
び
あ
り
。
夜
に
入
れ
ば
、
か
ら

う
じ
て
休
給
ふ
。
か
た
は
ら
に
た
れ
／
＼
そ
ひ
ふ
し
た
る
あ
り
さ
ま
絵
に
書
き
、

言
葉
書
な
ど
く
は
へ
給
ふ
、
と
あ
れ
ば
、
譬
画
の
正
不
正
は
と
に
か
く
、
画
日
記

に
て
夫
に
奥
州
を
知
ら
し
給
ひ
、
亦
、
鳥
羽
僧
正
が
、
供
米
の
糠
俵
な
り
し
を
興

画
に
ゑ
が
き
て
、
供
米
の
不
法
を
訴
へ
、
或
は
法
眼
賢
慶
が
弟
子
法
師
は
、
師
の

後
家
の
不
行
跡
を
訴
へ
し
も
、
画
を
以
て
の
功
な
り
。
和
漢
か
ゝ
る
例
枚
挙
す
べ

か
ら
ず
。

貞
永
、
天
福
の
頃
、
御
堀
河
院
の
御
時
、
似
せ
絵
を
御
好
あ
り
け
る
。
北
面
の

下
臈
御
随
身
な
ど
の
形
を
、
左
京
権
大
夫
藤
原
信
実
朝
臣
を
召
て
か
ゝ
せ
ら
れ
け

る
、
と
あ
り
。
花
山
法
皇
の
書
写
上
人
を
似
貌
に
か
ゝ
せ
給
ひ
し
も
、
百
済
の
川

、

。

成
が
童
子
の
面
を
写
し
て
其
人
を
得

高
宗
が
夢
中
の
人
を
画
て
伝
説
を
得
た
る

漢
の
武
帝
が
李
夫
人
の
画
姿
を
楽
し
み
、
将
門
の
首
を
写
し
て
実
検
に
備
し
も
、

。

、

、

真
を
写
す
の
妙
に
よ
れ
り

美
女
の
姿
画
に
あ
こ
が
れ

傾
城
の
画
に
私
語
云
し

和
漢
其
類
枚
挙
し
難
し
、
王
昭
君
が
賂
の
潤
筆
、
銭
に
吝
嗇
に
よ
り
身
に
禍
を
か

も
せ
し
も
、
真
を
写
す
の
事
よ
り
起
り
、
唐
も
倭
も
、
其
頃
は
別
に
浮
世
絵
師
有

、

。

。

、

、

て

美
女
の
容
色
を
写
せ
し
な
ら
ず

皆
名
人
の
画
師
な
る
べ
し

仏
画

画
像

美
女
、
遊
女
、
其
時
世
の
浮
世
容
画
に
至
る
ま
で
、
委
し
く
画
師
の
預
る
と
こ
ろ

な
り
。
其
節
古
人
の
粉
本
を
た
づ
ね
、
古
風
質
素
を
写
さ
ね
ば
、
画
に
位
な
し
。

下
卑
る
な
ん
ど
云
な
ら
ば
、
何
の
功
あ
り
益
あ
ら
ん
や
。

近
頃
、
俳
優
の
面
を
似
せ
画
き
、
女
児
の
弄
も
の
と
な
せ
し
よ
り
、
一
端
の
興

画
、
大
和
画
師
の
永
く
汚
名
の
基
と
な
る
、
歎
し
き
か
な
。
今
俳
優
の
似
画
戯
場
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の
繁
昌
に
随
て
流
行
し
、
浮
世
絵
師
の
名
是
よ
り
汚
れ
、
愚
俗
の
為
に
廃
せ
ら
れ

し
は
、
彼
党
の
罪
な
ら
ず
や
。
亦
、
悔
る
と
も
、
六
日
の
菖
蒲
、
十
日
の
菊
に
て

朽
を
し
け
れ
。

浮
世
絵
師
と
称
す
る
は
、
昔
、
土
佐
氏
の
高
弟
に
、
岩
佐
又
兵
衛
土
佐
又
兵
衛

と
云
し
者
、
故
有
て
土
佐
流
を
破
門
せ
ら
れ
て
流
寓
し
て
市
中
に
住
め
り
、
従
来

倭
画
の
妙
手
な
れ
ば
、
雑
人
物
の
浮
世
姿
を
画
き
、
是
を
鬻
て
給
食
に
易
て
、
僅

、

、

、

に
業
の
た
づ
き
と
す

彼
雪
舟
が

兵
乱
を
避
て
筑
前
の
蘆
屋
の
里
に
隠
れ
住
み

釜
の
画
を
書
き
て
居
り
し
も
、
此
又
兵
衛
も
相
似
た
り
。
さ
れ
ば
大
津
追
分
絵
は

又
兵
衛
よ
り
書
始
し
、
と
世
に
云
伝
へ
た
れ
ど
も
、
画
体
の
風
意
は
異
る
も
の
な

り
。
浮
世
人
物
を
画
く
の
妙
手
な
れ
ば
、
浮
世
又
兵
衛
と
渾
名
せ
し
よ
り
、
後
世

に
浮
世
絵
師
の
称
を
残
せ
り

【
又
兵
衛
が
伝
は
別
に
蔵
せ
り
、
追
考
】
俗
に
是

。

を
浮
世
絵
の
濫
觴
と
云
ふ
は
、
音
曲
、
演
戯
の
浮
説
に
起
れ
り
。
前
に
も
言
ふ
如

く
、
浮
世
絵
と
て
別
に
画
法
あ
る
に
あ
ら
ず
。
画
法
委
く
唐
画
に
起
り
、
規
則
、

筆
格
、
数
種
の
点
法
を
建
て
し
を
、
山
水
草
木
の
画
法
は
、
古
今
さ
ま
／
＼
の
説

も
っ
と
も
多
し
。
本
朝
に
伝
へ
し
よ
り
、
画
道
ひ
ら
け
て
、
妙
手
多
く
、
一
派
の

筆
意
、
画
体
を
分
ち
、
其
家
々
に
規
則
有
り
。
好
む
所
の
画
風
を
師
と
し
て
、
是

を
学
ぶ
も
の
、
師
の
法
則
に
従
て
不
改
、
累
代
是
を
画
く
者
は
其
画
裔
な
る
も
、

己
家
々
に
画
の
抜(

ﾏ
ﾏ
)

あ
れ
ど
も
、
反
し
て
守
ら
ず
。
諸
流
混
同
し
て
心
の
欲
す

る
に
従
て
、
自
ら
筆
意
、
画
体
を
な
し
て
自
立
す
と
も
、
画
法
正
し
け
れ
ば
一
家

を
な
す
べ
し
。
諸
家
の
分
流
み
な
し
か
り
。
浮
世
絵
師
の
み
別
に
在
ら
ず
。
倭
絵

の
総
名
大
和
画
な
れ
ば
、
浮
世
絵
を
大
和
画
師
と
云
は
勿
論
の
こ
と
な
り
。
画
法

を
守
る
筆
に
自
在
を
な
す
浮
世
絵
師
は
、
大
和
画
の
き
ぼ
な
り
。
他
の
不
及
も
の

な
り
。

万
治
、
寛
文
の
頃
、
波
沙
羅
画
と
呼
ぶ
も
の
あ
り
し
。
或
書
に
曰
、
扇
、
団
扇

の
ば
さ
ら
絵
に
も
是
を
称
し
て
書
ぬ
は
な
か
り
し
、
と
あ
る
は
、
其
頃
は
流
行
の

事
を
画
き
、
板
行
に
し
て
墨
ば
か
り
に
て
摺
り
、
跡
に
て
彩
色
計
り
麁
相
に
し
た

。

、

、

、

、

る
な
る
べ
し

元
和

寛
永
の
頃

ば
さ
ら
と
云
ふ
は

あ
ぶ
れ
も
の
党
を
結
び

男
達
を
ま
な
び
、
き
ほ
ひ
組
と
云
て
市
中
ゆ
さ
ん
の
さ
ま
た
げ
を
す
る
も
の
を
云

放
言
な
り
。
波
沙
羅
絵
は
末
画
な
り
。
街
画
と
云
て

【

頭
書
〕
筆
意
に
も
画

、
〔

、

、

、

、

法
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず

達
者
に
は
か
行
が
す
る
や
う
に

扇

う
ち
わ
の
仕
入
物

面
白
く
図
を
巧
み
競
ひ
て
画
き
て
な
り
は
ひ
と
す
る
を
、
ば
さ
ら
画
に
比
し
て
な

づ
け
し
な
り
。
当
時
は
一
廉
の
画
工
是
等
を
画
く
こ
と
ゝ
な
り
ぬ
】
渡
世
の
為
に

画
法
を
不
学
、
絵
馬
、
祭
礼
の
燈
籠
絵
、
見
世
物
芝
居
の
看
板
、
幟
絵
、
絵
提
灯

の
類
、
子
供
の
持
遊
も
の
な
ど
画
売
の
類
な
り
。
画
法
を
弁
へ
ず
、
規
則
に
反
し

て
、
蒔
画
、
縫
箔
の
下
画
の
如
く
画
き
、
或
は
草
双
紙
、
俳
優
の
似
面
の
板
行
画
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を
、
浮
世
画
師
に
列
し
て
か
く
者
あ
り
。
是
古
の
波
沙
羅
画
也
。
今
、
俗
混
同
し

て
皆
浮
世
と
の
み
唱
へ
来
り
し
、
故
に
、
ば
さ
ら
ゑ
の
名
は
云
も
の
な
く
、
誤
り

て
斯
云
に
や
、
板
刻
の
絵
は
浮
世
絵
の
み
に
限
ら
ず
、
世
に
残
し
、
後
世
に
伝
へ

ん
に
は
、
板
刻
の
外
他
な
し
。
初
学
の
者
画
道
に
入
の
助
は
、
尤
益
あ
り
。
漢
画

に
も
諸
家
の
画
譜
数
百
部
あ
り
。
笠
翁
の
画
伝
な
ん
ど
を
始
、
本
朝
の
唐
画
師
の

筆
跡
も
数
本
あ
り
。
倭
画
に
、
狩
野
流
の
諸
名
家
、
法
眼
春
卜
、
橘
守
国
、
殊
に

数
百
部
を
発
兌
す
。
雪
舟
家
に
桜
井
周
山
の
画
則
等

、
其
他
諸
家
の
画
譜
枚
挙

、

す
る
に
不
遑
。
皆
是
虚
名
を
貪
る
に
あ
ら
ず
。
委
し
く
、
画
法
、
規
則
を
伝
へ
る

為
な
り
。

今
浮
世
画
を
画
く
者
、
小
説
の
繍
像
、
読
本
、
或
は
遊
女
町
の
傾
城
、
或
は
流

行
美
人
絵
を
梓
に
彫
刻
、
精
巧
を
尽
し
、
錦
絵
と
号
し
、
板
刻
の
錦
絵
は
、
江
戸

を
以
て
第
一
と
し
、
名
産
に
鬻
事
と
な
り
し
は
、
太
平
の
恩
沢
溢
れ
、
余
慶
を
蒙

る
の
幸
な
ら
ん
、
是
を
以
考
見
れ
ば
、
画
所
の
各
異
る
と
、
ま
た
楽
し
み
に
画
く

と
、
渡
世
に
画
く
と
の
差
別
に
よ
り
、
思
ひ
誤
り
、
別
に
浮
世
絵
師
と
俗
に
呼
来

る
も
の
也
。、

、

。

因
に
曰

世
に
画
難
防(

ﾏ
ﾏ
)

と
て
画
け
る
を
見
て

是
を
難
じ
嘲
る
者
有
あ
り

い
と
古
よ
り
云
事
に
や
、
後
白
河
院
の
御
時
、
絵
難
房
と
云
者
あ
り
て
、
い
か

、

、

。

に
能
書
た
る
画
に
て
も

必
難
を
見
出
す
も
の
也

と
古
き
書
に
も
見
得
た
り

然
れ
ど
も
、
物
の
錯
誤
は
、
時
々
の
器
材
、
官
服
、
古
実
也
。
能
々
博
識
に
問

ふ
べ
き
も
の
な
り
。
知
ら
ざ
る
を
問
は
法
な
り
。
知
て
問
ふ
は
礼
な
り
。
過
て

画
き
た
る
は
あ
ら
た
め
難
し
。
俗
画
法
を
弁
へ
ず
、
手
足
の
長
短
、
画
者
の
意

を
思
ひ
誤
り
、
一
扁
の
見
体
に
て
嘲
る
党
あ
れ
ど
も
、
儘
齟
齬
の
意
あ
る
も
の

な
り
。
是
等
は
取
に
も
た
ら
ず
。
女
児
を
欺
く
の
論
な
り
。
必
ず
其
者
の
依
怙

贔
屓
あ
り
て
、
云
事
多
く
彼
所
は
不
画
、
爰
に
難
あ
り
、
彼
所
に
失
あ
り
、
目

が
曲
り
、
口
が
い
が
め
り
な
ん
ど
、
彼
が
他
を
写
せ
し
な
れ
ば
、
他
に
此
難
は

も
と
よ
り
有
り
し
、
と
答
ふ
れ
ば
、
夫
は
門
弟
が
代
筆
せ
し
な
ら
ん
、
或
は
贋

、

、

、

物
な
る
べ
し
な
ど

何
処
が
善
の
か
悪
の
か

画
の
視
ど
こ
ろ
も
し
ら
ぬ
故
に

真
偽
の
賞
鑑
を
差
置
い
て
、
強
て
贔
負
の
あ
や
ま
ち
を
覆
ふ
事
、
浮
世
画
の
う

へ
に
は
い
よ
／
＼
多
し
。
面
体
は
師
匠
が
画
き
、
繁
多
に
任
せ
て
、
弟
子
に
其

余
は
か
ゝ
せ
し
な
ら
ん
。
或
は
人
物
は
師
の
画
き
て
、
草
木
、
楼
台
は
弟
子
に

画
か
せ
し
な
ん
ど
、
愚
俗
画
法
を
し
ら
ざ
れ
ば
、
是
を
云
ふ
も
の
十
人
に
七
人

有
り
。
画
き
難
き
を
弟
子
に
譲
り
、
画
き
易
き
を
師
の
画
く
は
、
師
よ
り
勝
れ

る
弟
子
な
ら
で
は
、
い
か
で
是
を
任
せ
つ
と
む
べ
き
。
是
等
は
絵
難
房
に
あ
ら

ず
。
贔
負
を
争
ふ
に
、
無
失
を
以
て
論
ず
る
も
の
な
り
。
文
盲
愚
痴
の
僻
事
謂

と
て
、
痴
呆
の
限
り
を
尽
す
と
云
、
年
に
も
恥
ぢ
ず
し
て
、
珊
瑚
珠
も
ほ
ふ
づ
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き
も
松
露
と
思
ふ
、
愚
鈍
度
疑
問
疑
惑
ふ
阿
房
の
半
も
の
し
り
は
、
秋
の
落
葉

を
払
ふ
が
如
し
、
論
に
も
不
及
。
画
法
は
和
漢
諸
書
に
委
し
く
出
た
れ
ば
、
会

得
す
べ
し
。
佩
文
斎
画
譜
、
芥
子
園
画
伝
は
、
其
論
た
り
し
と
い
へ
ど
も
、
見

て
益
多
く
、
古
き
来
舶
の
本
は
、
人
物
の
部
一
帙
も
な
く
、
新
渡
の
華
本
は
全

部
す
。
又
、
翻
刻
の
本
も
あ
り
。
倭
画
を
学
ぶ
に
も
、
漢
画
の
規
則
は
す
つ
べ

か
ら
ず
。
往
古
よ
り
、
画
家
の
論
、
或
は
異
説
を
伝
ふ
こ
と
世
に
多
し
。
画
人

の
業
を
賞
せ
ん
と
し
て
、
事
を
画
に
託
し
て
、
画
法
に
反
す
る
事
あ
り
。
仙
術

を
施
行
し
て
、
壁
の
画
の
中
に
容
を
隠
し
、
竜
紙
を
は
な
れ
て
空
に
昇
り
、
雁

抜
出
て
天
に
飛
ぶ
。
寛
平
法
王
の
御
所
の
障
子
の
馬
は
、
草
を
喰
ひ
に
夜
な
／

＼
出
し
は
、
金
岡
を
賞
す
る
の
説
、
閑
院
の
障
子
の
雞
を
み
て
雞
の
蹴
合
た
り

し
は
、
成
光
が
筆
の
妙
を
伝
へ
ん
為
の
話
、
川
成
が
九
相
の
図
の
悪
嗅
は
、
飛

騨
の
匠
工
と
功
の
勝
劣
を
比
べ
ん
の
譬
な
り
。
元
信
が
馬
の
額
は
、
左
甚
五
郎

を
並
云
ん
と
し
て
川
成
匠
工
の
話
を
附
会
し
、
北
野
の
額
の
郭
公
の
声
を
出
せ

し
は
、
和
泉
式
部
の
歌
を
賞
せ
ん
の
ま
き
ぞ
へ
な
り
。
金
岡
又
は
古
法
眼
の
筆

捨
松
な
ん
ど
呼
ぶ
は
、
松
を
賞
す
る
の
謂
、
松
島
の
説
は
風
景
を
ほ
め
ん
の
意

也
。
大
伴
宗
麟
が
豊
後
の
丹
生
島
に
狩
野
重
信
【
法
眼
永
徳
源
四
郎
、
宗
秀
之

兄
】
と
樹
岩
見
山
【
大
明
の
人
】
画
論
は
、
太
平
の
勇
気
を
励
す
の
伝
な
り
。

呉
正
翁
が
猫
の
画
は
、
午
時
の
当
推
量

【
猫
を
画
く
に
目
を
丸
く
書
く
は
法

、

に
あ
ら
ず
。
糸
の
如
く
に
画
く
は
法
な
り
。
虎
を
画
く
に
筆
を
以
て
す
、
辟
論

な
り
。
禽
獣
虫
魚
の
写
真
を
み
て
、
死
し
た
る
状
な
り
と
云
し
は
、
死
せ
し
を

写
し
た
ら
ん
と
思
ふ
は
推
量
に
て
云
ふ
也
。
み
な
同
じ
】
蔵
戴
山
松
が
闘
牛
の

誤
り
を
牛
飼
の
難
ぜ
し
類
は
、
黄
筌
が
飛
鳥
の
論
に
類
し
、
夢
中
に
図
を
得
た

り
と
云
伝
ふ
る
も
、
神
霊
を
見
て
状
を
得
た
る
と
云
も
、
疑
説
也
。
画
難
房
が

杣
の
絵
に
木
屑
を
書
落
せ
し
を
見
出
し
た
る
は
、
生
類
を
画
く
に
食
物
を
書
添

、

、

、

ざ
れ
ば
死
画
と
な
る
な
ん
ど

画
法
に
反
す
る
の
異
説
に
し
て

画
を
不
学
者

理
屈
を
云
て
難
じ
謗
の
一
僻
な
る
の
み
。
古
今
に
討
論
は
尽
べ
か
ら
ず
。
却
説

。

、

、

、

、

、

こ
と
あ
り

古
人
の
伝

神
妙
手
を
施
し
た
る
は

筆
意

画
法

墨
色
備
り

一
微
の
物
に
も
性
に
委
し
く
目
撃
す
る
所
、
宛
も
生
け
る
が
如
く
、
人
物
の
は

た
ら
き
斯
も
あ
ら
ん
と
、
感
興
の
趣
き
を
あ
ら
は
す
は
、
其
真
に
似
た
る
が
故

な
り
。
爰
を
以
て
、
賞
鑑
の
決
着
、
自
然
筆
凝
く
、
代
々
贋
々
正
々
の
真
偽
を

視
る
に
、
画
法
の
八
活
、
落
墨
、
設
色
、
筆
意
、
画
法
、
乱
ざ
る
を
看
る
を
旨

と
す
。
臨
模
し
謄
写
し
て
画
く
も
の
は
、
画
法
、
筆
法
、
必
乱
る
。
是
等
の
説

を
聞
誤
り
て
、
板
刻
の
画
は
浮
世
絵
な
り
。
取
に
た
ら
ず
な
ん
ど
、
半
学
貌
し

て
、
本
画
師
、
漢
画
師
な
ん
ど
ゝ
直
の
知
れ
ぬ
米
に
命
を
繋
ぎ
、
身
分
の
職
法

も
不
知
し
て
、
閑
暇
の
助
に
絵
を
学
ぶ
と
も
、
画
法
の
式
の
一
端
を
不
弁
、
詈
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曰
事
を
知
て
業
に
疎
け
れ
ば
、
不
知
劣
り
な
ん
と
、
自
誇
韃
靼
絵
を
明
画
と
心

得
て
、
唐
、
晋
、
漢
、
宋
、
元
、
明
を
混
同
し
て
わ
き
ま
へ
ず
、
設
色
法
は
、

五
彩
を
練
る
加
減
を
も
会
得
せ
ず
し
て
、
市
中
の
者
を
街
画
と
い
や
し
め
、
給

食
の
人
を
素
人
画
と
嘲
る
、
我
愚
を
不
顧
し
て
人
を
誹
謗

は
、
古
人

(

ソ
シ
ル)

守
一
も
、
画
習
子
供
の
譬
な
り
、
と
是
を
笑
へ
り
。
己
瘡
を
患
て
人
の
疾
を
嗅

き
と
云
ふ
の
類
、
魚
を
喰
て
鮮
嗅

き
を
嫌
ふ
が
如
し
。
当
世
の
浮
世

(

ナ
マ
グ
サ)

画
工
、
板
行
絵
具
の
潤
色
を
不
仮
、
墨
一
篇
の
繍
々
に
粉
本
臨
模
せ
ず
し
て
、

四
季
雑
体
に
、
人
物
、
生
類
の
光
景
、
萌
出
る
草
靡
臥
、
樹
木
、
疎
荒
、
亦
美

麗
を
尽
す
。
台
閣
学
舎
の
物
凄
じ
き
風
雨
、
霜
雪
、
戦
場
、
遊
観
、
其
状
を
写

し
て
、
実
斯
も
有
け
ん
、
と
風
情
を
調
へ
仮
写
事
、
画
法
を
不
弁
し
て
筆
を
下

。

、

、

、

、

す
こ
と
は
難
し

唯

墨
色

五
彩
を
施
ざ
る
の
み
に

拙
き
が
規
則
を
不
知

、

、

業
に
の
み
長
た
る
も
の
が
画
た
ら
ん
は
趣
不
調

大
抵
は
可
な
り
と
い
へ
ど
も

履
を
へ
だ
て
ゝ
痒
を
掻
如
く
、
情
を
尽
さ
ず
、
欠
け
た
る
事
の
み
多
く
見
ゆ
。

況
や
、
才
無
筆
動
ら
か
ず
し
て
、
彼
是
雑
交
謄
写
し
て
是
を
画
く
と
も
、
不
具

に
し
て
拙
し
。
墨
一
篇
の
板
刻
画
す
ら
如
斯
、
謗
罵
者
是
を
弁
へ
よ
。
近
世
、

、

、

画
を
視
に
目
を
貴
ば
ず
し
て
耳
を
貴
ぶ
の
人
情
と
也

業
に
勝
れ
た
る
者
を
ば

拙
き
も
の
是
を
妬
猜
、
さ
ま
／
＼
に
嘲
り
、
非
を
穿
鑿
し
て
云
を
、
訳
知
と
称

し
、
一
犬
虚
万
犬
の
実
に
ひ
と
し
く
、
是
を
伝
へ
て
、
同
学
輩
、
風
流
の
余
情

を
楽
む
は
稀
に
し
て
、
互
に
勝
劣
の
み
競
争
、
い
か
に
職
敵
の
俗
語
有
と
い
ふ

、

、

。

、

と
も

主
親
の
敵
の
如
く

我
同
心
の
族
に
さ
へ
も
確
執
あ
り

我
意
に
募
り

依
怙
を
以
て
業
に
は
疎
く
、
心
誇
り
て
唯
高
慢
大
言
を
吐
き
、
己
が
筆
に
不
及

は
代
筆
を
頼
み
、
自
是
を
広
言
し
、
軍
中
の
拾
首
し
て
、
高
名
を
争
ひ
、
感
状

を
望
む
に
ひ
と
し
く
、
画
道
の
本
意
を
失
ひ
、
古
人
の
法
に
反
す
。
夫
の
み
な

ら
ず
、
自
誇
に
過
ぎ
、
古
人
の
名
を
嗣
、
己
が
拙
き
も
不
顧
、
古
人
の
名
を
以

て
高
名
を
求
め
ん
と
て
、
茶
器
、
名
刀
の
ご
と
く
古
き
を
尊
び
、
千
辛
万
苦
の

巧
を
経
た
り
し
故
人
に
、
業
を
以
て
恥
辱
を
譲
り
、
后
世
疑
惑
混
同
し
て
、
己

が
名
も
発
せ
ず
、
古
人
の
名
を
汚
す
事
、
其
罪
甚
し
、
仕
官
の
者
、
累
代
家
名

姓
氏
を
嗣
、
相
続
す
る
は
、
其
族
先
祖
を
失
さ
ず
し
て
末
裔
の
勤
る
所
也
。
な

ん
ぞ
血
脈
も
な
く
縁
家
を
あ
な
ぐ
り
も
と
め
、
歴
に
英
名
を
朽
こ
と
、
古
人
不

悦
、
憤
に
不
堪
、
爪
は
じ
き
し
て
忌
嫌
悪
む
べ
し
。
其
愚
に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ざ

る
も
の
な
ら
ん
。
か
ゝ
る
強
情
の
党
多
れ
ば
、
其
猛
威
に
押
倒
さ
れ
て
、
愚
俗

是
に
惑
ふ
者
多
く
、
近
世
【
文
化
、
文
政
を
云
】
画
本
の
類
を
梓
行
し
て
、
市

中
に
発
兌
し
、
鬻
ぎ
、
板
元
も
是
に
準
的
多
く
、
古
格
を
失
す
る
者
出
来
り
、

価
を
貪
り
、
画
工
、
作
者
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
巧
拙
を
不
弁
、
下
職
と
共

に
扱
ひ
、
馬
糞
と
饅
頭
を
不
分
、
黒
き
は
犬
糞
と
胡
麻
味
噌
を
同
す
、
麝
香
は
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牛
の
糞
な
り
と
思
ふ
。
さ
れ
ど
も
、
金
銭
を
以
て
昏
し
め
、
我
意
を
震
ふ
も
の

か
ら
、
給
食
に
易
て
業
と
す
る
者
は
是
に
従
ひ
、
止
動
の
間
違
も
馬
が
聞
か
ね

ば
是
非
が
な
い
と
、
此
畜
生
と
心
に
云
ひ
、
心
に
答
て
、
金
銀
の
縄
に
繋
る
、

嗚
呼
、
衰
へ
た
り
、
廃
れ
る
哉
。
画
に
業
を
楽
む
者
は
、
い
か
で
か
ゝ
る
卑
劣

の
党
に
近
寄
ら
ん
や
。
匾
担
の
愚
に
理
論
す
る
は
、
一
杯
の
水
を
以
て
車
薪
の

火
を
救
ふ
が
如
く
、
病
犬
に
礼
儀
を
教
ふ
る
に
似
た
り
。
い
よ
／
＼
憤
怒
を
増

て
、
却
て
患
を
得
べ
し
。
仇
を
以
て
恩
に
報
の
類
な
り
。
愚
翁
も
僅
に
此
業
を

学
び
し
に
、
得
も
し
ら
ぬ
画
人
が
筆
に
予
が
画
名
を
し
る
し
、
彫
刻
し
、
世
に

行
ふ
も
の
数
十
部
あ
り
。
夫
の
み
な
ら
ず
、
同
名
の
者
諸
国
に
在
て
な
り
は
い

と
す
る
事
を
、
朋
友
よ
り
告
来
る
事
数
度
、
浪
花
、
京
師
の
書
肆
よ
り
発
市
の

、

。

。

、

、

小
冊
に
も

偽
名
あ
り

呆
る
ゝ
事
や
ゝ
久
し

行
程
隔
り
し
国
へ
は

扱
人

板
元
の
購
入
を
欺
き
売
た
る
物
に
や
。
東
都
の
書
賈
は
画
料
を
貪
り
、
書
か
け

た
る
画
の
半
よ
り
他
へ
あ
つ
ら
へ
、
偽
物
を
拵
へ
、
一
応
断
わ
ら
で
も
な
ん
の

祟
り
か
有
べ
き
、
と
多
寡
を
括
り
、
慾
に
薄
情
を
以
て
疎
漏
の
乱
暴
を

振
舞

も
の
な
ら
ん
。
亦
、
絵
行
脚
の
名
を
同
す
る
も
の
は
、
僕
よ
り
も
業
は
勝
れ
た

る
も
の
な
り
と
ぞ
、
同
名
姓
氏
闇
合
せ
る
も
の
か
、
是
等
は
貪
惜
せ
ぬ
事
な
れ

、

、

。

ど
も

我
食
を
喰
つ
て
他
の
名
を
弘
む
る
も

一
僻
の
い
か
も
の
好
な
ら
ん
か

「
思
ひ
入
る
心
の
奥
の
隠
家
は
よ
し
や
吉
野
の
山
な
ら
ず
と
も
」
と
い
ふ
古
歌

に
も
と
づ
き
、
只
清
貧
を
楽
む
に
は
不
如
と
、
今
は
其
業
を
廃
し
て
、
世
の
流

行
は
し
ら
ず
な
り
に
き
、
日
本
画
の
愚
考
を
、
朋
友
の
需
に
応
じ
誌
付
る
の
序

で
、
よ
し
な
き
事
を
書
添
し
に
な
ん
。

于
時
癸
巳
、
東
都
根
岸
の
時
雨
岡
の
於
閑
窓

無
名
翁
記


